
議 会 運 営 委 員 会 協 議 結 果  

                          日時：平成２４年 ９月１３日（木）  

                                                          開会：午後 1 時 30 分 

                                閉会：午後 3 時 00 分 

                           場所：議会会議室 

 

１．いじめ防止条例について 

【澤田勝委員長】議長から当局の考え等について、ご報告をお願いします。 

【石川英之議長】教育委員会は、可児市のいじめ防止条例の作られた背景、中身、制定によって得ら

れる効果が見えてこない。今現在は静観している状況とのことです。市長部局は条

例を直ちに作るつもりはないが、いじめの条例を作るより、もしかしたら違う良い

形で抑祉できるものがあるのではないか考えていかなければいけないと言ってい

ました。合わせて条例を作って終わりになってはいけないので、それも含め検討す

る余地はあり、検討していかなければいけないという考え方は持っているとのこと

でした。 

【山田清一委員】いじめ防止の条例は必要なものであると思います。なおかつ議員提案できればと思

っています。しかしながら形だけ作っても意味は無いし、実効性のあるものが求め

られると思うので条例制定を含めて、まずは調査研究が何よりも必要であると思い

ます。 

【松本如美委員】議会で議論することは大事なことであることを前提にして、産廃の規制条例、フン、

煙草のポイ捨ての禁止とは性格が違うところがある。いじめの場合は生身の人間相

手で、こども、親、教員の当事者同士の意見をつくして通過する大きな課題と思っ

ています。条例を作るにあたっては醸成しないとなかなか前に進まない。大津の事

件があって、即、半田に当てはまるのかどうか疑問で研究の度合い、緊急性という

か必要性があり今作らなければいけないのか、その点が疑問と考えます。実効性が

ないと議会が作っても、学校や教育委員会にこれでやりましょうと言うだけでは実

効性が乏しいと思い、いろんな意見を聞きながら前に進めて行った方が生きた条例

になるのではと、即、条例化していく議論にはまだまだならないだろうと思います。 

【久世孝宏委員】概ね趣旨としては、公明党、共産党さんとよく似ているかなと思います。いじめが

起きないようアクションを起こすことは大賛成です。その中で実効性のあるものが

作れたら、条例化が本当に効果があるのか会派の中でも議論があり、直ちに条例を

作ろうとする前に、どういったものが効果的であるかどうか、もっと議論をしたい。

その結果で条例に進むという流れになればそういう考えになると思います。 

【鈴木幸彦委員】○か×かの答えは、当然すぐに出せないことだと思います。実際に可児市、知立市

のものをみましたが、まだまだ調査が必要だなという事で、余所がやったからすぐ

にやらなければいけないと焦るものでもないのではと思う。例えば、次の１２月議

会とか今年度中とか、まだまだ難しいのかと思っています。 

【沢田 清委員】条例制定に向けては○ですが、先ほどの共産党さんの意見と同じで、生きた条例に

するには議論し話し合いをし、可児市など条例制定に向けて今動いているところも

ある。そういったところをもっと調査研究しながらしっかりと議論しないと、すぐ

に次の１２月議会制定、３月議会制定に動いていかなければいけないというもので

はないと考えています。 

【新美保博委員】提案の仕方が悪かったかもしれないが、決して１２月議会、３月議会で条例を作ろ

うとした訳ではないということ。余所の市の事を言っているわけではなくて、例え

ば半田にこういった事件が起きた。だからどうするという話では遅いような気がす



る。ケースバイケース一人ひとりで違ってくるので条例で縛るのは、おそらく無理

であると思っている。事が起きてからどうするという対処の仕方ではなくて、罰則

がどうのこうのではなくて、その時のありようというものを作るべきという構えが

議会としてあるよと、半田市もそれを持っている何時でも作れるよと、調査研究を

して何になるのかという気がしてならない。余所の市を参考にしなくて、半田市は

半田市の良いものを作り上げれば良いと思っている。決して急いで作るという気持

ちはありません。ここで作ろうという事を決めるのではなくて、こういうものを作

るべきだという決意も良いのかという思いです。 

≪休憩≫ 

  【澤田勝委員長】いじめ撲滅について、議会として半田市からいじめを無くすことを目的に何が出来

るのか。文教厚生委員会に、条例制定すべきか決議か声明文を出すべきかなど詳細

について協議をお願いし、その結論を受け議会として何をするのか改めて協議し決

定することとする。 

了承（全会一致） 

 

 

 

２．議会運営委員会の視察について 

日 時  平成２５年１月２１日(月)・２２日(火) 

【澤田勝委員長】平成 25年 1月 21日(月)・22日(火)で県外視察を行います。視察先は千葉県流山市 

は決定しているが、他で一市を調整中ですので決定しだい報告する。 

四日市市への視察は、依頼した結果受入れ出来ないとのことでしたので白紙とする。 

         了承（全会一致）  

 

 

 

３．その他 

【原田事務局長】①平成２５年版市議会手帳のあっせんについて 

手帳を購入希望の方は、9月 20 日(木)までに事務局にお申し込みください。 

②第５回童話の村秋まつりについて 

③はんだ商業まつり「ワクワク半田にぎわいＦｅｓｔａ」について 

 ②③のパンフレットを議員交換箱に入れます。 

  了承 

 

【澤田勝委員長】①議員研修会について 

         講師に野村稔先生を招きたい。予算が不足する場合は議員負担をお願いする。  

②議会報告会について 

亀崎地区、成岩青山地区の区長の長の方と話し合いをさせていただいた。 

10月 16日から 19日の間で日程調整しており、連続した日にちで考えている。 

決定しだい早急に報告する。 

  了承 

  


